
○人型ロボットのプログラミングを行ない、意図した通りに動かす。

平成３１年度　ICT・プログラミング教育推進計画

学校教育目標

はつらつと心豊かにたくましく生きる力の育成

社会の要請

・情報活用能力の育
成
・情報モラルの育成
・情報化社会に参画
する実践力

ICT教育の目標

○校内における全生徒への情報配信（時間割・各種資料　等）

○家庭への持ち帰りによる学習の工夫と学力の定着

○タブレットPCの機能を使った作品づくり（ポスター・デザイン画・作曲・演奏・写真・ビデオ　等）

○カメラ・ビデオ機能を利用した学習の工夫と評価

・日本国憲法
・教育基本法
・関係法規

各教科 道徳

・ICT機器の基本操作と特性を理解さ
せる。
・プログラミング学習の基本的な考え
方を身に付け、人型ロボットを操作し
て実践する。
・情報モラルの必要性を理解させ、日
常生活の中で実践する力を身につけ
させる。
・ICT機器を活用して、プレゼンテー
ションの技能を身に付ける。

・情報を収集し、必要に応じて処理、
創造、表現する力を身につけさせる。
・プログラミング学習の基本的な考え
方を身に付け、人型ロボットを操作し
て実践する。
・情報モラルの必要性を理解させ、日
常生活の中で実践する力を身につけ
させる。
・プレゼンテーションの技能を高め、
様々な発信を行なう。

・情報活用能力を高め、学習や特別
活動の中で実践する力を身につけさ
せる。
・プログラミング学習の基本的な考え
方を身に付け、人型ロボットを操作し
て実践する。
・情報モラルの必要性を理解させ、日
常生活の中で実践する力を身につけ
させる。
・プレゼンテーションの技能を高め、
様々な発信を行なう。

○インターネットを利用した情報収集

○デジタル教科書を利用した授業デザインの工夫

○IWBのホワイトボード機能を活かした授業デザインの工夫

○デジタルコンテンツを利用した理解の深化

○学習アプリを利用したドリル学習

〇課題や目的に応じてICT機器と中心とする情報
手段を適切に活用し、主体的に問題を解決でき
るようさせる。
〇情報手段の特性を理解し、情報を適切に扱う
能力を身につけさせる。
〇情報モラルの必要性を理解し、進んで望ましい
情報化社会の創造に参画する力を身につけさせ
る。

プログラミング教育の目標
〇意図する一連の活動を実現するため
に必要なプログラミング的思考を身に
つけさせる。
〇未知の状況に対応できる思考力・判
断力・表現力を身につけさせる。。
〇学びを人生や社会に活かそうとする
実践的な力を身につけさせる。

○dropboxを利用したワークシートの配布・提出・情報共有・評価

実践例

特別活動
総合的な学習の時間

・全教科において、タブレットPCや
IWBの利活用を通して、学習意欲の
向上、理解の深化、表現力の向上、
情報共有を目指す。

・プログラミング的思考を高める基礎
的な学習を取り入れる。

・ICT機器の特性を生かし、アクティブ
ラーニングと連動させた授業デザイン
を推進する。

・SNSを中心とした情報活用の
利便性と、情報発信の責任や
モラルについて、理解を深め
る。

・情報化社会の中で、さまざま
な情報の渦に流されることなく、
自分の考えを持つことの大切さ
と、日常生活での正しい実践力
を身につけさせる。

・さまざまな活動場面において、
情報収集と整理、まとめ、表現
の実践力を身につけさせる。

・ICT機器の特性を生かした有
効な利活用をおこなう。

・プログラミング的思考を高める
実践的な学習を取り入れる。

各学年の目標

1年生 2年生 3年生



プログラミング教育の推進について 
〜⽣徒・教師のリーダー育成をめざして〜 

 
プログラミング教育が体系的に教育活動に組み込まれて 2 年が経過した。この教育活動を
全面的にサポートしているものが、ソフトバンクグループによる CSR 活動「Pepper 社会貢
献プログラムスクールチャレンジ」である。過去２年間は計画的な授業実践をもとにした学
習の成果を発表する機会が与えられ、代表⽣徒が新見市予選会を経て全国大会への出場を
成し遂げた。 
 

3 年目となる今年度は、⽣徒による授業部門、フリー部門に加えて、プログラミング授業実
践の成果を発表する先⽣部門、さらには、特別支援学級での活用事例を発表する特別支援部
門が新設された。本校では、⽣徒の学びを後押しするだけにとどまらず、⽣徒とともに教師
も学ぶ姿勢を高めていく目的で、若手教員を中心に先⽣部門と特別支援部門にもチャレン
ジすることにした。 
 

本校のプログラミング教育において、プログラミング成果発表会（全国大会）を目指すカテ
ゴリーは次の４種類である。 
 
カテゴリー 中学校部門 フリー部門 先⽣部門 特別支援部門 

対象 ⽣徒 プログラミング部員 教員 特別支援担当教員 

目的 授業で学んだ成果をもと
にしたプログラミング開
発。 

実社会で活用できる実践
的なプログラミング開
発。 

Pepper の特性を活かし
た授業事例共有。 

特別支援教育で Pepper
を活用した事例共有。 

テーマ 
条件 

社会の課題を解決する
Pepper 

作成したプログラムを実
際に活用し、その効果や
結果をプレゼンテーショ
ンに含める 

Pepper を活用し、実際に
授業実施した事例を発表
する。 

Pepper を活用し、子ども
が変化・成⻑した特別支
援の事例を発表する。 

実践計画 ⽣徒にエントリーシート
の提出を求め、校内審査
を経て学校代表を選出す
る。授業や課外時間を利
用してプログラミング開
発を行う。 

⽣徒にエントリーシート
の提出を求め、校内審査
を経て部活動としての活
動を行う。課外時間を利
用してプログラミング開
発を行う。 

総合的な学習の時間、学
級活動、技術科などでの
授業実践を行い、特に教
育効果のあった事例をプ
レゼンテーションしてい
く。 

知的学級での学級⽣活や
授業での活用実践を継続
して行い、特に子どもが
変容した事例をプレゼン
テーションしていく。 

予備審査 ① 校内審査 
② 新見市プログラミング成果発表会 
③ ソフトバンクビデオ審査 
 

① エントリーシート、授業実践レポート提出 

② ソフトバンク書類審査 

③ アンケート投票 

 
全国大会 2020 年２月  プログラミング成果発表会 




